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　厚生労働省の行政指導により、同一人物の異なる番号での複数契約は名寄せ（合併）を実施することになりました。「名寄せ」とは「同一人物を
特定し、一つにまとめる」ことです。同一人物として判定された場合、原則、組合員番号は昇順（番号の若い順）で統一され、以後、枝番を附番し、
契約を管理していきます。但し、2019年度契約がある場合は、2019年度契約番号を優先し統一しております。名寄せ（合併）により組合員番号の
統一がなされても、契約内容が変わることはありません。今後の諸手続きは、同封のお手紙に記載の組合員番号でご申請ください。
　ご不明な点等ございましたら、所属の組合または全国酒販生活協同組合にお問い合わせください。ホームページにもお知らせを掲載しております。

名寄せ（合併）による組合員番号統一のご案内

全生協からのお知らせ 第３種郵便物承認酒販通信第６７０号


